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【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｌ   33/00     　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月29日(2016.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
螺旋状波付管に螺合させて接続可能であり、略円筒状の管継手本体部材の内周面に、接続
すべき螺旋状波付管の外周面と対向するようにシール材を一体化した管継手であって、
前記管継手本体部材は、螺旋状凹凸条を有する波付円筒状に形成されており、
シール材は、吸水膨張性素材からなるシール材であるとともに、
前記螺旋状凹凸条に対応して管継手本体部材外面に現れる凹溝には、凹溝に沿って、螺旋
状連結部材が配設されており、
前記螺旋状連結部材によって、管継手本体部材の凹溝の側面部もしくは凹溝に隣接する肩
部が、凹溝底部をまたいで橋渡しされるように、螺旋状連結部材が管継手本体部材に接合
一体化された
管継手。
【請求項２】
螺旋状連結部材が、溶着により、管継手本体部材に接合一体化された請求項１に記載の管
継手。
【請求項３】
請求項２に記載された管継手を製造する方法であって、
管継手の製造方法は、スパイラル成形法により中空管状の管継手前駆体を連続成形するス
パイラル成形工程と、形成された管継手前駆体を所定の長さに切断する切断工程と、を含
み、
前記スパイラル成形工程において、
樹脂の押出装置から第１の合成樹脂条帯を所定の断面に半溶融状態で押出して、管の成形
装置の成形軸に供給し、螺旋状に捲回して、隣接する合成樹脂条帯の両側端部を互いに溶
着一体化して、後に管継手本体部材となるべき螺旋状凹凸条を有する波付円筒状の合成樹
脂筒を形成すると共に、
吸水膨張性素材からなる所定幅の条帯を、第１合成樹脂条帯の内側となるように前記成形
軸に供給し、螺旋状に捲回して、前記合成樹脂筒の内側に配設一体化し、
さらに、樹脂の押出装置から第２の合成樹脂条帯を所定の断面に半溶融状態で押出して、
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前記波付円筒状合成樹脂筒の外面に現れる螺旋状の凹溝の部分に供給し、第２の合成樹脂
条帯を前記波付円筒状合成樹脂筒の螺旋状凹溝の部分に溶着させ、
前記切断工程において、
管継手前駆体を所定の長さに切断して、前記合成樹脂筒を管継手本体部材とする
ことを特徴とする管継手の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
本発明においては、螺旋状連結部材が、溶着により、管継手本体部材に接合一体化される
ことが好ましい（第２発明）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
また、本発明は、第２発明の管継手を製造する方法であって、管継手の製造方法は、スパ
イラル成形法により中空管状の管継手前駆体を連続成形するスパイラル成形工程と、形成
された管継手前駆体を所定の長さに切断する切断工程と、を含み、前記スパイラル成形工
程において、樹脂の押出装置から第１の合成樹脂条帯を所定の断面に半溶融状態で押出し
て、管の成形装置の成形軸に供給し、螺旋状に捲回して、隣接する合成樹脂条帯の両側端
部を互いに溶着一体化して、後に管継手本体部材となるべき螺旋状凹凸条を有する波付円
筒状の合成樹脂筒を形成すると共に、吸水膨張性素材からなる所定幅の条帯を、第１合成
樹脂条帯の内側となるように前記成形軸に供給し、螺旋状に捲回して、前記合成樹脂筒の
内側に配設一体化し、さらに、樹脂の押出装置から第２の合成樹脂条帯を所定の断面に半
溶融状態で押出して、前記波付円筒状合成樹脂筒の外面に現れる螺旋状の凹溝の部分に供
給し、第２の合成樹脂条帯を前記波付円筒状合成樹脂筒の螺旋状凹溝の部分に溶着させ、
前記切断工程において、管継手前駆体を所定の長さに切断して、前記合成樹脂筒を管継手
本体部材とすることを特徴とする管継手の製造方法である（第３発明）。
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